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呼吸器感染症,尿 路感染症を中心 とした10例 にHAPA-Bを 投与し,臨 床効果,安 全性,有 用性につい

て検討した。

疾患の内訳は肺炎4例,急 性気管支炎1例,扁 桃炎1例,急 性腎孟腎炎4例 である。投与量は全例1日

400mgで 筋注投与した。投与日数は5～32日,総 投与量は2。0～12.6gで あった。

臨床効果は10例 全例に有効であった。細菌学的効果については,菌 が検出された5例 のうち菌消失をみ

たのは4例,菌 交代が1例 でみられた。副作用に関しては,1例 で好酸球増多症,1例 でGOT・GPTの 上

昇がみられた。

以上の成績からHAPA-Bは 従来のアミノグリコシド系抗生剤と比較しても同様に有用な薬剤と思われ

る。

近年細菌感染症にお ける起炎菌 としてグラム陰性 菌の占める

割合が大 きく,こ れ らの細菌に よる各種感染症 に対 して β-ラク

タム系抗生剤 とともにア ミノグ リコシ ド系抗生剤(以 下AGs)

が広 く使用 されてい る1)。

このたび東洋醸造(株)とエ ッセ クス 日本(株)で共 同開発 され た

AGs系 抗生剤のHAPA-Bは,

1. AGs不 活化酵素の中のAAC(6')-4に よ り不 活化 される

が,AAC(6')-1,3,APH(3'),AAD(2")な どによ り不活性 化

されない2)。

2. AMKの6'位 のNH2基 を修飾 す る新 し く発見 された ア

セチル転移酵素に対 して安定であ る2,3)。

などの点か らAGs系 薬剤 の中で は耐性 菌が最 も少 ない部類

に入 る薬剤 と考え られる。

今回われわれは内科領域 の各種感染症 に対 しHAPA-Bを 使

用 したのでその成績 を報告する。

1. 対 象 な らび に 方 法

対象 は各 種 感染 症10例 で,す べ て入 院 患者 で あ る。試 験

期 間 は 昭 和58年12月28日 か ら59年5月17日 ま で 約6

ヶ月間 で あ る。

疾 患 の内 訳 は肺 炎4例,急 性気 管 支 炎1例,扁 桃炎1例,

急 性腎孟 腎 炎4例 で あ る。

性 別 は男 性3例,女 性7例,年 齢 は20歳 か ら86歳 まで

で平均 年 齢 は54.2歳 で あ る。

基礎 疾 患 は6例 に認 め られ,そ の 内 訳 は気 管 支喘 息3例,

脳 梗塞1例,嚢 胞 腎1例,狭 心症1例 で あ った。

対象 とな っ た10例 に お い て は抗 生 剤 投 与 前 に 薬剤 ア レ

ル ギ ーや そ の他 の ア レ ルギ ーの 既往 歴 はな く,本 剤 の皮 内

反応 も全 例陰 性 で あ っ た。

起 炎 菌 は 肺 炎4例 の う ち1例 でStaphylococcus aureus

(S.aureus)が 検 出 され た が,3例 で は不 明 で あ った。気管

支 炎 の 起 炎 菌 は不 明,扁 桃 炎 の起 炎 菌 はS.aureusで あ っ

た。 急性 腎 孟 腎炎4例 中3例 はEscherichia coli(E.coli)

に よる もの で あ り,1例 で は尿培 養 を実 施 しな か った た め

起 炎 菌不 明 で あ っ た。

薬 剤 の 投 与 方 法 は10例 と も1日200mgを1日2回 筋

肉内 に注射 した。 投 与 期 間 は5～32日 に わ た って お り,総

投 与 量 は2.0～12.6gに わ た っ てい る。

効 果判 定 基 準 と して 呼 吸器 感染 症 で は 臨床 症 状,胸 部 レ

ン トゲ ン写 真,検 査 成績 の推 移 に よ り判 定 し,尿 路 感 染 症

で は尿 中起 炎 菌 の消 失,臨 床 症状,検 査 成績 の 推 移 で判 定

した。

II. 成 績

Table1に 全 例 の治 療効 果 を示 した が そ の成 績 を み る と

10例 全例 に有 効 で あ った。 起 炎 菌が 判 明 して い る5例(症

例3,6,7,8,10)の う ち1例(症 例3)でS.aureusか ら

Pseudomonas aeruginosa (P.aeruginosa)お よ び

Achromobacter xylosoxidans (A.xylosoxidans)に 菌 交代 が

み られ た。 他 の4例 で は起 炎 菌 の消 失 をみ た。

III.副 作 用

HAPA-B投 与 に よ る皮疹,悪 心,嘔 吐 や,投 与 を 中止 す
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Table 1 Clinical effect of HAPA-B

N. F.: Normal FloraN. D.: Not Done

Table 2 Laboratory findings

B.: Before

A.: After

るほどの注射時の筋肉痛はみとめられなかった。

本剤の諸検査成績への影響をみる目的で本剤投与前後で

末梢血(Hb,赤 血球数,白 血球数),血 清クレアチニン,

BUN, GOT, GPT, Al-Pに ついて検査し,そ の成績を

Table2に 示 した。

症例4の 気管支喘息に併発した肺炎の1例 において,本

剤投与前には好酸球が20%で あ ったが投与中に51%ま で

増加した。気管支喘息は本剤投与中に軽快 しているので,

この好酸球増多は本剤による影響が考えられる。なお,投

与終了3日 後には,9%に なっている。症例6の 扁桃炎の例

ではGOT, GPTの 軽度の上昇がみられたが,い ずれも投

与後正常化した。

IV. 考 察

従来,感 染症の原因菌の主役はグラム陰性桿菌であり,こ

とに糖尿病,肝 硬変,悪 性腫瘍などの基礎疾患のある患者

におけるいわゆるopportunistic infectionが 問題 となっ
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ている1)。しかし第三世代セフェム系抗生剤などの使用頻

度が増えたこともあり,こ こ数年来再びグラム陽性菌によ

る感染症の頻度が増加 してきている樹。

今回われわれは,新 たに開発 されたAGs系 抗 生剤の

HAPA-Bを 各種感染症において検討したが,本 剤は他の

AGs製 剤よりも耐性菌が少なく,抗 菌力の面でもグラム陽

性菌,グ ラム陰性桿菌に対し幅広い抗菌作用を示す2,6～8)。

今回の成績でもS.aureusに よる感染症2例 において臨

床的に有効であった。

以上の成績より,HAPA-Bは 幅広い抗菌スペクトルを

有し,近 年問題になっているopportunistic infectionに 対

しても優れた効果を示すのみならず,数 年来再び増加傾向

にあるグラム陽性菌に対しても有効であり,今 後期待でき

る抗生剤と思われる。
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HAPA-B is a new aminoglycoside derivative with broad antibacterial spectrum(Gram positive
bacteria,Gram negative bacteria).

HAPA-B was administered intramuscularly to 10 patients(pneumonia 4 cases,acute bronchitis 1
case,tonsillitis 1 case,acute pyelonephritis 4 cases) at daily dose of 400 mg and good response were
obtained in all cases(100%).HAPA-B was effective in 2 cases with Staphylococcal infection.

Eosinophilia was noted in 1 case.One case demonstrated a transient elevation of serum tran-
saminase levels.


